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党議員団の一般質問は

3月 6日の午前２番、か

けの議員、３番みわ議

員で、江南市議会HP

でご覧いただけます。 

 2025 年度の学童保育の入所決定が２月中旬に届き

ましたが、５，６年生の多くと４年生の一部 134 人に

「保留」という待機通知が届きました。４月当初の入所

はできず、入所可能になったら連絡するというお知らせ

です。保護者の「安心して働くことができないので困る」

との声を受け、「学童保育と子育てを考える会」から待

機解消を求める請願書が３月定例会に提出されました。 

(紹介議員は、党議員団の掛布、三輪と津田議員の 3 人)。 

14 日の厚生文教委員会で請願審議が行われました。

 江南市の学童保育は毎年待機児童が発生し、

2025 年度は‘24 年度より 77 人も多い 134 人

に待機通知が届きました。待機通知を受け取った多

くの保護者から、「安心して働けない」「江南市に引

っ越してきたことを後悔している」など悲痛な声が

届いていることを受け、待機解消を迫りました。 

江南市では１日４時間、週３日程度で働く会計年

度任用職員の支援員がほとんど。高齢の人が多いの

で、募集しても退職する人の方が多く支援員不足が

続いています。 

なぜ待機が昨年度より多いのかを質しました。 

「オンライン申し込みができるようになって、70

人も申込者が増えた」「支援員が不足して定員を減 

らした学童保育所がある」「時給が上がったため、 
 

 2025 年度から２か年をかけ、市の地域特性に

適した地域公共交通計画を策定する予算が計上さ

れました。この計画は、（改正）地域公共交通活性

化再生法に基づき、すべての自治体で策定が努力義

務となった地域公共交通のマスタープランです。 

望ましい公共交通の姿を明らかにし、目標達成の

ためにどの事業を、いつまでに実施するのか方針を

示したものです。この計画でめざす市の基本方針を

質しました。 

市当局は「既存路線バスやいこまいＣＡＲの充実

を図りつつ、北部地域の新たな公共交通と共存する

形態を目指す」「公共交通を利用し、日常生活に必

要な場所に行くことができる持続可能な交通シス

テムを構築していく」と答弁しました。 

 

北部地域の検討が止まっているが 
 また北部地域で新たな公共交通の導入を目指す

検討部会が止まっています。その理由と、導入検討 

と計画策定が同時進行となるのかも質しまし

た。 

「北部地域にどのような交通モードが適して

いるか、市民ニーズを詳細に聞き取る効果的

な方策を検討している」「北部地域の新たな公

共交通は、計画の中で、交通モードの一つと

して位置付けていくため、計画の策定と同時

に進めていく」と答弁がありました。 

 

市内全域へ移動販売車の導入進む 

 マックスバリュ東海（株）の移動販売車導入

の話が急ピッチで進んでいます。この動きと計

画の関係を質しました。 

「地域公共交通政策は、市民の生活の足の確

保・維持が目的であり、計画に移動販売車を位

置づけることは考えていない」との答弁でし

た。 

 勤務日数を減らす人が出た」ことなどが要因と

の答弁でした。 

近隣市町ではほとんど待機がないのに江南市

にこれほど待機が出ているのは、支援員の処遇や

働く環境に問題があると考えられます。 

短時間勤務の支援員ばかりではなく、若い人も

勤務できるように、児童 40 人に１人以上、少な

くとも各学童保育所に１人の正規職員をおくべ

きと質しましたが、開所していない間の業務の在

り方や経費の増加を理由に困難との答弁でした。 

低学年児童の学童保育は夏休みなどを入れる

と年間 1,600 時間を過ごし、学校で過ごす

1,200 時間をも上回る居場所です。学童保育支

援員の在り方を根本的に見直すよう求めました。 
 

「担当課が募集しても集まらないのだから、集める方

法を示すべきだが、具体的な方法が示されていない。」

「民間委託しか解消策がないのに、それをよしとしな

いなら採択できない」などの理由で、委員のうち三輪

議員以外の議員は不採択でした。保護者の「困った！」

の声に耳を傾けない大変残念な結果です。 

 21 日の議会最終日に議会全体での採決があります。

採択されるよう、最後まで議論を尽くします。 
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